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令和５年度 第１回 たけとよみらい会議 議事録 

 

令和５年８月 18日（金） 

武豊町役場 第 2･3･4会議室 

10時 00分～12時 00分 

委員の出欠は別紙のとおり 

 

【開会】 

１.副町長あいさつ 

人口減少や地域の活性化は難しい課題ではあるが、活発に議論をして頂き、多くの意見

を頂戴したい。宜しくお願いします。 

 

２.委嘱状交付 

 ・委員全員に委嘱状を交付 

 

３.委員の紹介 資料１ 

 ・委員の自己紹介 

 

４.委員長および副委員長の選任 

 委員長は事務局推薦により「加藤 武志」氏を選任。副委員長は事務局推薦により「棚

橋 美保」氏を選任。 

 

５.議事 

 ・記録用の写真撮影、議事録作成のための音声録音について説明 

 

 

議題（１）まち・ひと・しごと創生総合戦略について～これまでとこれから～ 

 

【事務局】 

 PowerPointで説明（西田） 

 

質疑：なし 

 

議題（２）KPI分析評価・改善に向けて（グループワーク） 

 

 グループワークのテーマは３つ。 

① 総合戦略全体および各分野の印象 

② 数字の変化への対応、取り組みなど 

③ デジタル技術の利用が考えられる内容など 
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Ａグループ（明壁、花田、原、福田） 

担当分野：基本目標１（若者や子育て世代に選ばれるまちになる） 

 

① について 

・取り組み内容がわかりにくい 

・見やすさの工夫をする 

・町からの情報発信が弱いと感じる。 

 

② について 

・小学（中学）～18歳への支援も 

必要ではないか 

・親も子供も相談できる窓口の設置 

・結婚への支援を始めとした、これから子育てをする世代への PR。 

 

③ について 

・公式ライン等を充実させ、欲しい情報を欲しい人へ届けることが重要。 

 

 

Ｂグループ（小澤、棚橋、長谷川、森田） 

担当分野：基本目標２（人を引き寄せ、地域経済を活性化させる） 

 

① について 

・基準に対しての目標値の妥当性が 

不明確。低いと感じる部分がある。 

・KPI項目の妥当性に疑問。根本や 

 課題解決の視点が不明確。 

 

 

② について 

・まちの駅「味の蔵たけとよ」年間来場者については、「ついでに立ち寄る」という「つい

で利用」をより戦略的に実施することを検討したらどうか。 

・プール、鉄道、イベントなどを単独ではなく、連携して実施するとよいのではないか。 

・ふるさと納税のブランド戦略 

 

③ について 

・入口（きっかけ）としてのデジタル利用。またデジタルとリアルの上手な組み合わせや 

使い分けなどが重要。 

・町外者の施設利用動向のデータ分析をはじめとした、データの利活用が重要。 
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Ｃグループ（皿井、豊田、羽山） 

担当分野：基本目標３（次世代を育て、持続可能なまちをつくる） 

 

① について 

・「憩いのサロン」のネーミングが 

 高齢者向けだと感じる。他世代の 

 認知度が高くないのでは。 

 

② について 

・若年層～壮年層も巻き込む施策が 

 必要ではないか。デジタル技術の 

 活用や、開催日時の見直しなど。 

 

③ について 

・関連データ収集と分析が重要。 

・インスタグラムや LIVE配信、リモート参加など 

 

６.その他 今後のスケジュールについて 

 

【事務局】 

 今年度のたけとよみらい会議は、残り２回予定。１０月末頃と、年明け２月頃。 

 日時は改めて連絡する。 

 次回は、総合戦略の改定案についての議論になろうかと思う。 

 

【副委員長】 

 新しく委員になった方が多いにかかわらず、活発な議論が行われ、多くの「気づき」が

得られたのではないかと思います。次回からもよりよい議論をしていきたいと思います。 

 皆さんお疲れ様でした。 

 

 

 

以  上 


